
「波瀾の会員総会

昭和10年6月15日

れ
た
り

今晩零時半の美校玄関」

紙名不明

（「諸新聞切抜」より転載）

⑦

岡
田
三
郎
助
、
和
田
三
造
の
外
国
出
張

昭
和
十
年
十
二
月
十
八
日
、
岡
田
一一一
郎
助
と
和
田
三
造
は

「
満
洲
國
二
於
ケ

ル
古
美
術
調
査
ヲ
兼
ネ
美
術
教
育
ノ
施
設
一
般
ヲ
調
査
研
究
」
す
る
こ
と
を
目

的
に
約
十
八
日
間
の
予
定
で
満
洲
国
出
張
を
許
可
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
日

に
出
発
し
、
翌
十
一
年

一
月
七
日
に
柿
国
し
た
。

⑧

帝
国
美
術
院
改
革
の
影
響

昭
和
十
年
の
帝
国
美
術
院
改
革
（
松
田
改
組
）
は
、
同
院
と
密
接
な
関
係
の

あ
る
本
校
に
大
き
な
影
聾
を
及
ぼ
し
、
和
田
英
作
校
長
の
辞
任
と
い
う
結
果
を

招
い
た
だ
け
で
な
く
、
同
十
九
年
に
断
行
さ
れ
る
本
校
改
革
の

一
因
が
こ
こ
に

胚
胎
し
た
。

そ
の
概
要
を
記
せ
ば
、
昭
和
十
年
二
月
八
日
、
第
六
十
七
議
会
予
算
第
二
分

H
会
の
席
上
、
政
友
会
代
議
士
大

n
嘉
六
は
文
相
松
田
源
治
に
対
し
て
帝
国
文

術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
の
情
弊
、
腐
敗
を
指
摘
し
て
改
革
を
迫
っ
た
。
文
相
は

こ
れ
に
全
く
同
感
の
邸
を
表
明
し
、
直
ち
に
文
部
省
内
で
改
革
案
の
検
討
を
始

め
た
が
、
そ
の
協
議
に
携
わ
っ
た
の
は
文
部
省
の
添
田
敬
一
郎
政
務
次
官
、
一――

辺
事
務
次
官
、
赤
問
信
義
専
門
学
務
局
長
お
よ
び
正
木
直
彦
帝
国
美
術
院
長
、

和
田
英
作
本
校
校
長
、
川
合
玉
堂
同
教
授
、
矢
代
幸
雄
同
教
授
兼
美
術
研
究
所

主
市
ら
極
く
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
正
木
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
よ
っ
て
分

か
る
。
左
記
は
そ
の
部
分
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。

〔昭
和
十
年
〕

三
月
二
日
…
…
午
前
九
時
半
文
部
大
臣
官
邸
に
文
部
政
務
次
官
添
田
事
務

次
官
三
邊
専
門
學
務
局
長
赤
間
の
三
氏
と
會
談
帝
図
美
術
院
の
改
革

に
付
き
懇
談
あ
り
：・：・

―
―
―
月
四
日
：

．．．． 
午
後
五
時
日
本
倶
楽
部
に
行
き
て
文
部
政
務

人
赤
間
専
門
局
長
和
田
美
校
長

川
合
玉
堂
と
會
合

に
就
き
て
内
議
す
…
…

事
務
次
官
雨

帝
展
改
組
の
事

三
月
七
日
：
・
：・
午
後
五
時
紀
尾
井
町
錦
水
に
て
牧
野
伯
爵
を
迎
へ
和
田
川

合
赤
間
氏
と
共
に
會
合
希
展
改
革
に
付
き
伯
爵
に
成
案
を
説
明
し
着

手
に
付
き
助
力
を
乞
ふ
快
諾
し
て
相
嘗
の
料
助
を
惜
し
ま
す
と
挨
拶
さ

三
月
十
六
日
：
・
・
：
正
午
よ
り
日
本
倶
楽
郡
に
於
て
赤
間
専
門
局
長
和
田

川
合
雨
氏
と
會
食
し
赤
間
氏
に
於
て
検
討
し
た
る
帝
園
美
術
院
改
革
新
官

制
に
就
い
て
研
究
し
た
る
成
案
を
文
相
よ
り
閣
議
に
提
出
し
て
諒
解
を
得

た
る
後
改
革
に
着
手
す
る
事
と
し
た
り
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各
振
か
ら
十
九
名
参
加

『
帝
図
美
術
院
』
改
革
成
る

り
四
月
二
十
一
日
：
…
・
午
前
十
一
時
に
築
地
錦
水
に
添
田
文
部
政
務
次
官
赤

間
専
門
局
長
和
田
川
合
雨
氏
と
會
合
帝
國
美
術
院
改
革
の
準
備
工
作

に
就
い
て
協
議
す
…
…

五
月
三
日
…
…
午
後
四
時
よ
り
文
相
官
邸
に
於
て
添
田
次
官
赤
間
局
長
に

會
し
て
＿
帝
展
改
革
に
闘
す
る
其
後
の
鰹
過
を
聞
取
る

五
月
十

一
日
…
…
午
後
二
時
半
文
部
大
臣
官
邸
に
於
て
添
田
文
郡
政
務
次
官

赤
間
専
門
學
務
局
長
と
會
合
し
＿
帝
國
美
術
院
根
本
改
革
見
通
し
付
き
た
る

に
よ
り
余
は
此
際
退
身
す
る
方
改
革
の
趣
意
徹
底
す
へ
し
と
思
ひ
僻
意
を

雨
氏
に
通
し
た
り
…
…

五
月
二
十
五
日

〔
金
沢
に
滞
在
中
〕

…
…
今
朝
東
京
赤
間
専
門
學
務
局
長
よ

り
電
話
あ
り
＿
帝
展
改
革
に
付
き
豫
て
申
合
せ
た
る
通
牧
野
内
府
に
通
し

た
る
に
内
府
の
諒
承
を
得
た
る
こ
と
新
會
員
候
補
者
悉
皆
交
渉
承
諾
演
な

る
こ
と
来
週
火
曜
日
に
閣
議
に
上
議
決
定
の
事
を
申
来
る

五
月
二
十
八
日
：
．．
．．
 
今
日
の
夕
刊
に
て
一
帝
展
大
改
革
の
全
貌
猿
表
あ
り
余

は
撥
官
の
ま
4

引
退
す
る
こ
と
と
な
り
後
任
は
清
水
澄
栂
士
任
せ
ら
れ
た

極
秘
裏
に
作
成
さ
れ
た
改
革
案
は
五
月
二
十
八
日
の
定
例
閣
議
に
上
程
さ

れ
、
一
気
に
可
決
さ
れ
た
。
翌
二
十
九
日
に
は
各
紙
が
こ
の
抜
き
打
ち
的
改
革

に
つ
い
て
大
々
的
に
報
道
し
た
が
、
そ
の
一
っ
、

『
読
売
新
聞
』
は
次
の
よ
う

に
報
じ
た
。

院
長
に
は
消
水
檻
密
顧
問
官

生
れ
出
た
畢
國
的
機
閥

稜
年
の
情
弊
を
打
破
す
る
わ
が
國
美
術
界
空
前
の
大
改
革
、
文
部
営
局
の
統

制
下
に
『
堅
宜
な
る
指
甜
精
紳
を
樹
て
4

日
本
美
術
の
員
債
を
登
揮
』
す
る

い
は
ゆ
る
畢
國
一
致
、
強
力
な
る
綜
合
美
術
園
憫
の
結
成
は
既
報
の
如
く
ひ

ろ
く
ォ
ー
ル
日
本
の
朝
野
巨
匠
、
泰
斗
を
網
羅
し
て
更
新
し
た
る
『
一
帝
國
美

術
院
』
が
組
織
さ
れ
、
廿
八
日
の
閣
談
決
定
事
項
と
し
て
そ
の
官
制
が
公
布

さ
れ
た
。
正
木
院
長
の
勇
退
に
よ
っ
て
何
人
が
新
院
長
に
推
さ
れ
る
か
関
係

各
方
面
の
注
目
を
浴
び
て
ゐ
た
が
、
意
外
に
も
現
檻
密
顧
問
官
法
學
樽
士
消

水
澄
氏
が
就
任
し
た
、
こ
れ
は
文
郡
常
局
の
時
流
を
反
映
し
た
統
制
方
針
を

如
宜
に
物
語
る
人
選
で
あ
る
が
新
會
員
は
従
来
の
舟
名
を
五
十
名
に
増
員
し

て
也
會
員
の
全
部
を
任
命
し
た
ほ
か
也
師
竹
内
栖
鳳
氏
と
の
感
情
問
題
か
ら

従
来
た
ゞ
の
一
度
も
會
員
に
推
鷹
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
橋
本
閥
雪
氏
が

特
に
加
へ
ら
れ
、
さ
ら
に
組
帝
展
と
堂
々
到
立
を
つ
づ
け
て
き
た
院
展
振
か

ら
は
縮
帥
横
山
大
観
氏
は
じ
め
安
田
鞍
彦
、
富
田
疾
仙
、
前
田
青
咄
、
小
林

古
径
、
佐
藤
朝
山
、
平
櫛
田
中
氏
ら
、
藤
井
浩
祐
氏
を
の
ぞ
く
幹
部
全
部
を

迎
へ
た
、
二
科
會
か
ら
は
御
大
石
井
柏
亭
氏
以
下
山
下
新
太
郎
、
安
井
曾
太

郎
、
藤
川
男
造
、
有
島
生
馬
の
五
氏
、
國
霊
會
か
ら
は
純
帥
梅
原
龍
三
郎
氏

と
エ
藝
の
富
本
憲
吉
氏
、
春
陽
會
か
ら
は
小
杉
未
醒
氏
、
一Pl
龍
社
の
JI
端
龍

子
氏
、
構
造
社
の
齋
藤
素
巖
氏
、
朝
倉
熱
の
朝
倉
文
夫
氏
と
在
野
巨
匠
十
九

氏
を
あ
つ
め
た
、
定
員
五
十
名
の
う
ち
残
さ
れ
た
一
名
は
各
部
と
の
均
衡
上

工
藝
方
面
か
ら
選
ば
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
ゐ
る
、
院
展
彫
塑
の
泰
斗
藤
井

浩
祐
氏
が
鈴
衡
洩
れ
と
な
っ
た
の
は
愁
外
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
大
腔
に
お
い
て

文
部
省
の
期
す
る
畢
国
一
致
的
頻
ぶ
れ
は
揃
っ
た
わ
け
で
あ
る

第2章制度確立期 718 



II
更
生
“
の
新
陣
容

〔
中
略
〕
（
姓
名
の
上
に

●
印
の
あ
る
の
は
新
帝
國
美
術
院
に
は
じ
め
て
會

員
と
な
っ
た
人
、
餘
は
酋
帝
國
美
術
院
會
員
）

帝
圏
美
術
院
長

清
水

梱
密
顧
問
官

法

線

膊

士

澄

民
間
展
覧
會
は
束
縛
せ
ぬ

帝
展
は
二
組
に
分
ち
隔
年
開
催

束
月
十
日
新
官
制
の
も
と
に
第
一
回
會
合
が
開
か
れ
て
審
査
員
、
無
鑑
査
、

辰
覧
會
開
催
の
規
程
等
重
要
詳
細
な
規
程
を
協
議
す
る
筈
で
あ
る
が
展
覧
會

は
秋
一
回
、

一
部
と
四
部
、
二
部
と
一
＿
一
部
の
二
組
に
わ
け
隔
年
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
、
審
査
員
は
三
郡
、
四
部
の
如
く
會
員
少
敷
の
郡
は
例
外
と
し
全

部
會
員
中
か
ら
互
選
或
ひ
は
院
長
指
名
に
よ
っ
て
決
定
、
と
か
く
禍
根
を
胎

す
無
鑑
査
問
題
は
極
度
に
こ
れ
を
制
限
し
た
う
へ
華
族
制
度
の
如
く
無
鑑
査

取
消
し
も
行
ひ
得
る
こ
と
に
な
る
模
様
で
あ
る
、
こ
4

に
問
題
と
な
る
の
は

従
来
の
院
展
は
じ
め
民
間
美
術
諸
圏
儒
の
展
究
會
開
催
で
あ
る
が
文
部
営
局

と
し
て
は
新
帝
展
の
結
成
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
民
間
展
覧
會
の
統
制
ま
で
は
行

は
ず
各
圏
骸
の
自
由
意
志
に
委
す
こ
と
と
な
っ
た
、
し
か
し
宜
際
問
題
と
し

て
は
秋
新
―
帝
展
と
同
時
に
開
催
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
結
局
春
一
回

開
催
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
が
各
園
骰
の
統
率
者
の
精
力
を
大
部
分

帝
展
に
奪
ば
れ
る
結
果
従
来
の
如
き
華
々
し
き
民
間
美
術
展
は
望
ま
れ
な

い
、
結
局
民
間
諸
園
腔
に
設
け
ら
れ
て

ゐ
た
『
本
展
以
外
の
展
覧
會
に
出
品

す
べ
か
ら
ず
』
と
い
ふ
會
員
ま
た
は
同
人
に
到
す
る
制
限
が
除
か
れ
た
ゞ
け

と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。

〔
中
略
〕

（一帝
展
）
中
澤
弘
光

●

（
國
粛
）
梅
原
龍
一
一
一
郎

帝
図
美
術
院
會
員
（
イ
ロ
ハ
順
）
〔
傍
線
は
本
校
教
官
|
ー
編
写
昇
叫
〕

（
帝
展
）
板
谷

●

（
二
科
）
石
井

●

(＿
帝
展
）
橋
本

(＿帝
展
）
西
村

(
＿
帝
展
）
西
山

●

（
院
展
）
富
田

●

（
國
壷
）
富
本
憲
吉

(＿帝
展
）
岡
田
一

i

一郎
助

（
一
帝
展
）
和
田
英
作

（一帝
展
）
和
田
|
_

-――造

(＿帝
展
）
川
合
玉
堂

●

（
宵
龍
）
川
端
龍
子

（＿帝
展
）

川

村

曼

舟

（
帝
展
）
香
取
秀
員

（
帝
展
）
鏑
木
清
方

●

（
院
展
）
横
山
大
観

(＿帝
展
）
竹
内
栖
鳳

（
帝
展
）
建
畠
大
夢

変
偲

（
帝
展
）
土
田

（
希
展
）
内
藤

（
帝
展
）
中
村

不
折 仲

翠
岬

青
咄

（
帝
展
）
松
林
杜
月

（
帝
展
）
松
岡
映
丘

●

（
二
科
）
藤
川
勇
造

（
帝
展
）
藤
島
武
二

●

（
院
展
）
小
林

（
帝
展
）
小
室

●

（
春
陽
）
有
島

（
希
展
）
赤
塚
自
得

（
帝
展
）
荒
木
十
畝

●

（
朝
倉
）
朝
店
文
夫

●

（
構
造
）
齋
藤
素
巖

●

（
院
展
）
佐
藤
朝
山

（
帝
展
）
洞
水
六
兵
衛

（
希
展
）
北
村
西
望

（
帝
展
）
菊
池
契
月

（
帝
展
）
結
城
素
朋

(＿帝
展
）
滴
谷
園
四
郎

（＿帝

展

）

南

蕉

造

涙
仙

●

（
院
展
）
前
田

波
山

柏
亭

関
雪

五
雲

生
馬

(＿帝
展
）
山
崎
朝
集

●

（
二
科
）
山
下
新
太
郎

●

（
院
展
）
安
田
扉
彦

●

（
二
科
）
安
井
曾
太
郎

古
径

翠
実
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(
i

帝
展
）
浦
水
亀
蔵

〔下
略
〕

●

（
院
展
）
平
櫛

改
＂中
断
行
に
関
す
る
松
田
文
相
の
見
解
も
談
話
の
か
た
ち
で
同
紙
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
改
革
の
趣
旨
は
、

「
思
ふ
に
國
家
の
施
設
す
る
帝
國
美
術
院
は
よ

＜
識
見
閲
歴
の
屯
越
せ
る
人
材
を
網
羅
し
て
樅
威
あ
る
拳
國
一
致
の
指
導
機
測

と
な
り
、
よ
っ
て
も
つ
て
わ
が
國
美
術
全
般
の
堅
宜
な
る
焚
逹
を
神
補
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
帝
展
は
大
正
八
年
の
開

設
よ
り
年
を
経
て
次
第
に
情
実
の
弊
害
が
現
わ
れ
、
作
品
の
質
が
低
下
し
て
来

た
た
め
、
数
年
前
か
ら
改
革
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
同

の
改
革
に
於
け
る
、
在
野
団
体
の
主
脳
を
抜
擢
し
て
帝
国
美
術
院
会
員
に
加

え
、
新
体
制
の
下
に
真
に
権
威
あ
る
帝
展
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
妥
当

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
改
革
案
の
検
討
が
旧
会
員
を
除
外
し
て
極
く
一

部
の
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
秘
密
裏
に
新
会
員
推
挙
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
ま

た
、
旧
帝
展
に
於
け
る
無
鑑
査
級
出
品
者
の
特
権
を
解
消
し
よ
う
と
い
う
狙
い

も
改
革
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、
美
術
家
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、

大
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
本
校
日
本
画
科
教
授
の
結
城
素
明
も

「
全
く
寝
耳

に
水
で
た
ゞ
唖
然
と
す
る
の
み
だ
」
と
不
渦
の
意
を
表
し
、
同
油
画
科
教
授
藤

島
武
二
も
「
宜
に
軽
率
至
極
な
天
下
り
的
態
度
で
甚
だ
心
外
で
あ
る
」
と
非
難

し
た
。
ま
た
、
本
校
の
油
画
科
教
官
、
卒
業
生
に
は
旧
帝
展
無
鑑
脊
級
の
者
が

多
か
っ
た
が
、
六
月
―
―一
日
に
は
左
記
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
こ
の
無
鑑
査
級
の

人
々
が
帝
展
不
出
品
同
盟
を
結
成
。
そ
の
中
に
は
小
林
万
吾
、
田
辺
至
、
伊
原

宇
三
郎
の
よ
う
な
現
職
教
官
も
居
り
、
改
革
当
事
者
側
の
和
田
英
作
校
長
と
対

立
す
る
形
勢
と
な
っ
た
。

田
中

新
帝
院
混
胤

洋
謎
無
鑑
査
の
大
部
分
遂
に
不
出
品
同
盟
結
成

と
痛
撃
文
部
省
狼
狽
し
て
穂
會
延
期

既
報
、
三
日
午
後
菖
帝
展
洋
甕
部
審
査
員
、
推
薦
の
無
鑑
査
組
十
六
氏
は
改

組
さ
れ
た
帝
闊
美
術
院
の
機
構
を
信
頼
せ
ず
＿帝
院
の
罷
螢
す
る
新
展
既
會
に

は
既
得
椛
の
如
何
に
閥
せ
ず
不
出
品
を
遂
に
炉
岳
明
、
新
帝
院
と
袂
別
絶
縁
の

意
志
を
明
か
に
し
た
、
引
き
っ
ゞ
き
丸
の
内
明
治
生
命
館
地
下
室
「
マ
ー
ブ

ル
」
で
協
議
を
紹
け
た
上
、
夜
に
入
っ
て
會
場
を
新
橋
花
月
に
移
し
他
の
窃

〔
マ
マ

〕

帝
展
洋
棗
部
無
鑑
査
級
四
十
餘
名
（
藉
帝
展
洋
壷
部
無
鑑
査
は
六
十
九
名
）

と
合
流
、
十
六
氏
側
の
磐
明
書
の
趣
旨
を
説
明
、
協
力
を
は
か
っ
た
と
こ

ろ
、
何
れ
も
今
回
の
文
郡
嘗
局
の
ク
ー
デ
ク
ー
を
暴
畢
と
し
て
憤
慨
し
て
ゐ

た
と
こ
ろ
と
て
、
直
ち
に
賛
成
し

浦
水
一艮
雄
、
小
寺
健
吉
、
跡
見
泰
、
耳
野
卯
三
郎
、
小
磯
一艮
平
、
猪
熊
弦

一
郎
、
中
西
利
雄
、
佐
藤
敬
、
北
島
浅
一

、
三
上
知
治
、
池
部
鉤
、
富
田

温
一
郎
、
新
井
莞
、
佐
分
慎
、
鈴
木
千
久
馬
、
橋
本
邦
助
、
五
味
洞
吉
、

平
岡
椛
八
郎
、
有
馬
さ
と
え
、
小
林
萬
吾
、
石
川
寅
治
、
金
山
平
三
、
旧

邊
至
、
柚
木
久
太
、
太
田
三
郎
、
大
久
保
作
次
郎
、
寺
内
萬
治
郎
、
阿
以

田
治
修
、
中
村
研
一
、
辻
永
、
小
絲
源
太
郎
、
吉
田
庖
、
太
田
喜
二
郎
、

山
下
繁
雄
、
緒
方
亮
平
、
鬼
頭
鍋
一二
郎
、
牧
野
虎
雄
、
三
田
浩
、
金
澤
煎

治
、
桑
重
俊

一
、
松
村
選
、
鈴
木
誠
、
有
岡

一
郎
、
吉
村
芳
松
、
佐
竹
徳

次
郎
、
高
村
慎
夫
、
永
地
秀
太
、
白
瀧
幾
之
助
、

三
宅
克
己
、

奥
瀬
英

三
、
加
藤
静
兒
、
赤
松
麟
作
、
大
野
降
徳
、
安
宅
安
五
郎
、
櫂
藤
種
男
、

相
馬
其
一

、
香
田
勝
太
、
矢
島
堅
土
、
伊
原
宇
一一
一郎
、
小
柴
錦
侍
、
北
蓮

蔵
、
濱
地
消
松
（
署
名
順
）

『改
革
は
暴
學
』
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〔下
略
〕

決
談

（
昭
和
十
年
六
月
四
日
『
東
京
日
日
新
間
』）

の
六
十
二
氏
が
署
名
し
た
決
談
を
な
し
新
―帝
院
と
の
絶
縁
を
啓
朋
、
文
部
営

局
不
信
任
の
巨
弾
を
放
つ
と
同
時
に
美
術
界
空
前
の
大
衆
運
動
を
起
し
た
、

一
方
梢
報
に
接
し
た
文
部
裳
局
は
極
度
に
狼
狽
し
て
添
田
政
務
次
官
は
午
後

四
時
半
文
相
官
邸
に
赤
間
専
門
學
務
局
長
、
和
田
東
京
美
術
駆
校
長
を
招
き

協
議
し
た
が
、
何
等
ま
と
ま
ら
ず
、
箪
に
来
る
十
日
開
佃
豫
定
の
新
帝
院
會

員
総
會
を
延
期
し
て
切
り
崩
し
策
に
出
る
こ
と

に
な
っ

た
、
絶
縁
を
投
明
し

た
菖
帝
展
洋
聾
無
鑑
査
の
諸
氏
は
今
後
新
圏
憫
を
形
成
、

＿帝
展
に
到
し
在
野

園
腔
の
地
位
を
確
保
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
、
な
ほ
決
議
文
は
印
刷
し
て
文

部
省
は
じ
め
美
術
制
係
各
方
面
に
配
布
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
涵
洲
旅
行

中
の
熊
岡
美
彦
、
高
間
惣
七
氏
等
の
東
光
會
の
同
人
を
除
く
藉
帝
股
審
査
、

無
鑑
査
、
特
選
級
全
部
が
不
出
品
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
と
な
る

今
度
の
帝
展
改
組
は
些
々

た
る
世
俗
の
風
評
に
動
か
さ
れ
、
既
に
政

府
が
認
め
た
る
一
園
の
最
高
美
術
機
閥
に
何
等
の
諮
る
と
こ
ろ
も
な

＜
‘

-
朝
に
し
て
美
術
振
典
に
剥
す
る
宜
紹
と
歴
史
と
を
蹂
蹟
し
た

暴
畢
と
思
ひ
ま
す
、
故
に
私
逹
は
か
A

る
信
頼
を
置
く
能
は
ざ
る
組

織
の
下
に
開
催
さ
れ
る
股
究
會
に
は
、
今
後
一
切
私
逹
の
制
作
を
出

品
し
な
い
こ
と
に
致
し
ま
す

不
出
品
同
盟
の
成
立
に
よ
り
、
和
田
英
作
は
非
常
に
困
難
な
立
場
に
立
た
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
各
方
面
か
ら
の
攻
撃
の
矢
面
に
立
ち
な
が
ら
、
反

対
派
の
慰
撫
に
奔
走
し
た
．o

嵐
の
よ
う
な
騒
動
の
中
で
六
月
十
四
日
、
本
校
会
議
室
に
於
い
て
帝
国
美
術

院
の
総
会
が
開
か
れ
、
次
い
で

二
十
九
日
に
学
士
院
で
再
び
総
会
が
開
か
れ
、

さ
ら
に
種
々
の
協
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
帝
展
の
無
鑑
査
資
格
者
は
帝
国
美
術

院
会
員
、
同
参
与
、
旧
帝
展
に
於
け
る
受
賞
者
、
帝
国
美
術
院
が
指
定
し
た
者

の
四
種
を
含
む
も
の
と
し
、
展
覧
会
は
樅
年
交
替
制
度
（
日
本
画
と
洋
画
は
隔

年
に
あ
る
い
は
春
と
秋
に
分
け
て
開
催
す
る
。
彫
刻
は
和
風
彫
刻
と
洋
風
彫
刻

に
分
け
て
同
じ
く
交
替
し
て
開
催
す
る
。
工
芸
は
毎
年
開
催
す
る
。
）
に
よ
っ

て
開
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の
第
一
回
展
は
翌
十
一
年
春
に
開
か
れ
、
日
本
画
、

和
風
彫
刻
、
工
芸
の
み
が
出
陳
さ
れ
た
。
H
本
美
術
院
の
主
要
作
家
や
川
端
龍

子
も
出
品
し
た
た
め
、
確
か
に
帝
展
の
面
目
は
一
新
し
た
が
、
同
年
六
月
の
平

生
（
鋲
一―一
郎
）
文
相
に
よ
る
再
改
革
に
よ
り
、
展
覧
会
が
文
部
省
主
催
に
変
更

し
、
再
ぴ
騒
動
が
起
こ
っ
た
た
め
、
改
組
帝
展
は
こ
の

一
回
限
り
で
廃
止
さ

れ
、
松
田
文
相
、
正
木
匝
彦
、
和
田
英
作
ら
の
「
学
国
一
致
」
の
体
制
樹
立
桃

想
は
崩
れ
去
っ
た
。

な
お
、
松
田
改
組
は
従
来
帝
展
に
対
抗
し
て
独
自
の
立
場
を
貫
い
て
来
た
在

野
諸
団
体
の
内
部
に
深
刻
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
、
脱
退
や
追
放
な
ど
の
事
件

が
発
生
し
た
。

⑨

正
木
記
念
館
設
立
と
正
木
直
彦
寿
像
の
寄
贈

．

昭
和
十
年
十
一
月

一
日
、
前
校
長
正
木
直
彦
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
正
木

記
念
館
の
開
節
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
校
友
会
会
報
の
記
事
(
6
9
9
頁

参
照
）
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
る
正
木
直
彦
の
寿
像

は
予
定
通
り
沼
田

一
雅
の
手
に
よ
っ
て
完
成
し
、
同
十
三
年
十
月
二
十
六
日
、

正
木
の
七
十
七
歳
の
誕
生
日
に
除
秘
式
と
沼
田

一
雅
か
ら
正
木
へ
、
正
木
か
ら

正
木
記
念
館
建
設
会
へ
、
同
会
か
ら
国
家
へ
の
賠
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
同
月
、
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